
　

　    の行事予定

日 曜 給 食

1 木 ○

2 金 ○

3 土 ―

4 日 ―

5 月 ○

6 火 ○
（選手・応援×）

7 水 ○
（選手・応援×）

8 木 ○

9 金 ○

10 土 ―

11 日 ―

12 月 ―

13 火 ○

14 水 ○

15 木 ○

16 金 ○

17 土 ―

18 日 ―

19 月 ―

20 火 ○

21 水 ○

22 木 ○

23 金 ○

24 土 ―

25 日 ―

26 月 ○

27 火 ○

28 水 ○

29 木 ○

30 金 弁当

31 土 ―

坐禅会（4年）

感動遠足（低/中/高学団で各所）

教育委員会学校視察8:30～

ALT訪問(Maksim,大内先生）

ICT支援員さん訪問

課題別グループ研究授業（1年）

SC訪問

地方祭（臨時休業）

登校指導　あいうえお話会
クラブ活動⑥

スポーツの日

宿泊体験活動（5年：大洲交流の家）

宿泊体験活動（5年：大洲交流の家）

おみこしパレード（1.2年）
食育TT授業（2年）ICT支援員さん訪問

PTA大学（閉校式）
市陸上運動記録会予備日

就学時健康診断13:20～

登校指導　ICT支援員さん訪問
食育TT授業（1年）

学 校 行 事

市陸上運動記録会（平野運動公園）

登校指導　代表委員会

陸上選手を励ます会8:00～

校 訓第 ７ 号

令和 8年 9月30日
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読書の秋を迎えます～本が育ててくれるもの～

私の実家は本屋を営んでいました。読書家だった父は、本
への深い愛着から勤めていた会社を辞め、念願であった本屋
を開業しました。店舗兼住宅の我が家には、いつもたくさん
の本があり、私は本に囲まれて育ちました。とはいうものの、
子供の頃の私が読書に熱中していたわけではありません。外
で友達と遊ぶことが大好きでしたし、家の中では、本よりも
テレビに夢中になることの方が多かったように思います。そ
んな私に、両親は折に触れて「本を読みなさい」と声を掛け
ていました。当時の私は、その言葉の意味を十分に理解でき
ず、「そんなに本を読む必要があるのか」と反発心さえ感じ
ることもありました。しかし、大人になり、教育の仕事に携
わるようになった今、その言葉の深さが少しずつ分かるよう
になってきました。読書には知識を得るだけではない、大き
な価値があると感じられるようになったからです。
本を読むことのよさは、単に知識が増えることだけではあ
りません。本には、自分が経験したことのない世界が広がっ
ています。文化や歴史、人々の暮らしや生き方など、本を開
けば様々な世界に出会うことができます。実際には行ったこ
とのない場所を旅し、会ったことのない人々と出会い、その
考え方や価値観に触れることができるのです。人生の中で経
験できることには限りがありますが、本を読むことによって、
自分一人では到底経験できないほど多くの出来事や考え方に
触れることができます。つまり、本は人生経験を豊かにして
くれる存在だと言えます。失敗や成功、人との出会い、困難
への向き合い方など、多くの人生を疑似体験することができ
ます。その積み重ねは、子供たちがこれから生きていく上で、
きっと大きな財産になるはずです。
また、本は想像力を育ててくれます。動画やテレビなどの
映像は、目の前にそのままの姿を見せてくれますが、本は文
字から情景を思い描きます。また、登場人物の表情や声、物
語の舞台や風景を、自分なりに想像しながら読み進めていき
ます。この「思い描く力」は、学習の場面だけでなく、人の
気持ちをよみとる力にもつながっていきます。
さらに、読書は思いやりの心も育てます。物語の主人公と
一緒に喜び、悲しみ、悩み、成長する中で、子供たちは様々
な感情を経験します。「もし自分だったらどうするだろう」
「相手はどんな気持ちだったのだろう」と考えることは、相
手の立場に立って物事を考える力につながります。
近年は、スマートフォンやタブレットなどが多く活用され
るようになり、様々な情報を手軽に得られる時代になりまし
た。それはとても便利なことですが、一方で、じっくりと文
章を読み、考えを巡らせる時間が少なくなっているとも言わ
れています。だからこそ、子供たちには本を手にし、本を読
む時間を大切にしてほしいと思うのです。
本との出会いは、人との出会いに似ています。一冊の本が
心に残り、生き方や考え方に影響を与えることもあります。
子供たちがこれから多くの本と出会い、自分の世界を広げ、
豊かな心を育んでくれることを願っています。読書を通して
得られる経験や感動は、きっと子供たちの未来を支える力に
なるはずです。

(文責 松上 礼記)

松蔭っ子ステップアップウィーク

＜11月の主な行事予定＞
11/ 9(月) 県陸上運動記録会（ニンジニアスタジアム）
11/12(木) 地域ふれあい交流会 11/14(土) 科学の祭典
11/19(木) 市内音楽発表会（コミカン）
11/26(木) 人権参観日・講演会（講演会は1～6年参加予定）



御芳名（　　          　     　　　）（地域での子どもたちの様子や学校への御要望、本紙を読んでの御感想・御意見等）

匿名でもかまいません。

　

９月４日（金）に、第２学期の学級役員の認証
式が行われました。２学期も、数々の行事が予定
されています。学級のよきリーダーとしての活躍
を期待しています。

11/26(木) 人権参観日・講演会（講演会は1～6年参加予定）

笑顔いっぱい！みんなでつくる「手作り参観日」
9月の参観日は、各学年の学級役員さんを中心に、それぞれの学年で工夫した活動を行う「手作り参観日」です。学

級役員さんを中心に、保護者の方々が企画・準備・運営に携わっていただくおかげで、活動する子供たちの姿は、いつも

以上に生き生きしているように感じました。保護者の皆様、本当にありがとうございました。その名の通り、自分たちの手

でつくりあげた、ぬくもりやあたたかさを感じる参観日となりました。

第２学期の学級役員

１ 年 松岡 哲平 武田 華奈

２ 年 谷中 菜桜 安藤 汐里

３ 年 楠本 夢来 濵田 渚

４ 年 上甲 凰介 吉野 優心

５ 年 伊波琉唯花 松田 唯花

６ 年 中川 蒼 中川 澪

星花空 松浦 零

学 級 役 員

一句に思いを…～俳句集会～
９月９日（水）に、本校「句の日通信」選者の田中
奈生子先生をお迎えして、俳句集会が行われました。
トーナメント方式で俳句を選んでいきますが、その過
程で選んだ理由を各自が述べていきます。児童の新鮮
な視点や考え方の豊かさに、驚きを感じました。俳句
活動を通して、豊かな感受性と表現力を育んでいるこ
とを実感しました。

６年生 お菓子作り・給食試食

４年生 クレープ作り

５年生 マックアドベンチャー

３年生 消防署出前授業・給食試食

１年生 ミュージックケア・給食試食 ２年生 給食センター見学・試食


